校内研修計画
甲州市立塩山南小学校
１．研究主題　
子供が「主語」の学びの創造（１年次）
～教科の本質を通して，自己の学びを深める授業づくり～
２．主題設定の理由　
現在の社会は，デジタル技術による変革やグローバル化により，将来の予測が極めて困難な時代を迎えている。国の中央教育審議会による論点整理では，こうした時代において，「生涯にわたって主体的に学び続け，多様な他者と協働しながら，自らの人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手を育成すること」が急務であると示されている。そのためには，単なる知識の習得に留まらず，各教科等の見方・考え方を働かせ，未知の状況下でも課題解決に向かうことのできる高次の資質・能力を育むことが不可欠である。特に，多様な背景をもつ子供たちが，自らの興味・関心や特性に応じて学びを調整する個別最適な学びと，他者との対話を通じて新たな価値を創造する協働的な学びを一体的に展開し，一人ひとりが「納得解」を導き出す深い学びを実現することが求められている。こうした学びの変革の核となるのは，子供自身が学びの目的を見出し，自ら学びを構成していく「子供が主語の学び」への転換である。多様な子供たち一人ひとりが学びの主導権を握り，試行錯誤を繰り返しながら納得解を導き出すプロセスこそが，資質・能力を確かなものにする深い学びを実現するための鍵として位置づけられている。
本校は，令和５年度からの２年間，文部科学省「リーディングDXスクール事業」の指定を受け，「自ら課題を見つけ，自ら解決しようとする児童の育成」を掲げて研究を推進してきた。さらに，令和７年度には「生成AIパイロット校」としての指定を受け，先端技術を対話相手として活用し，一人ひとりの思考を拡張させる新たな学びの可能性についても検証を重ねてきた。こうした３年間の継続的な実践を通し，ICTやAIが学習者主体の学びを支える強力なツールとなることを確認できた。その一方で，解決すべき次なる課題も明確になった。探究のサイクルやICT活用が形式的な作業に留まっていないか，また，学びの自己選択が進む中で生じた学習の二極化に対し，多様な児童の学びをいかに保証するかという点である。さらには，生成AIの活用においても，手段の目的化を避け，各教科等の本質的な学びへと繋げていく必要がある。つまり，本校には，ICT等の技術を基盤としつつも，多様な児童一人ひとりが，各教科等の「見方・考え方」を働かせ，本質的に学びを深める「教科としての学びの質の保障」を実現することが何よりも求められている。
そこで，これまで述べてきた社会的背景と本校の研究の成果と課題を踏まえ，本年度はこれまでの取り組みを一層深化させ，児童一人ひとりが教科としての学び深めていく姿を目指して，「子供が『主語』の学びの創造」を研究主題に据えた。本研究では，各教科等の「見方・考え方」を核とした授業づくりに主眼を置き，学習の二極化を解消する「伴走型」の指導体制の在り方を見直すとともに，生成AIの「深い学びに至るためのパートナー」としての活用法を探っていく。これらを通して，自らの学びに目的をもち，多様な他者と協働しながら，深い学びを創り出していくことのできる児童の育成を目指したい。

３．研究の具体的内容と方法　
（１）研究内容
１．　一人ひとりの児童が学びを深めることのできる授業づくり
２．　情報活用能力の育成

（２）具体的な内容と方法
１．　一人ひとりの児童が学びを深めることのできる授業づくり
　　〇教科の本質を味わうことができる単元設計の構築
　　　　・資質・能力を基盤とした目指す姿の具体化
    ・各教科等の見方・考え方，教科特有の思考プロセスの整理
　　　　・「自分の納得解」に向けて没頭することができる課題の設定と学習計画

　　〇個の学びを支え、深める伴走型支援の充実
　　　　・多様な学びに対するきめ細かな見取り
　　　　・教師の専門性を発揮した適切な働きかけ
　　　　・児童の変容に対する価値づけ
　　
２．　情報活用能力の育成
　　〇生成AIの「利活用」：深い学びにつなげるためのツールとしての利用
　　　　　・思考の広がり，深まり
　　　　　・個別最適なフィードバック
　　〇生成AIの「特性の理解」と「適切な取扱い」：デジタルシティズンシップの育成
　　　　　・特性に応じた活用
　　　　　・リスクへの対応とファクトチェック
　　　　　・学びの深まりへの自覚
　　〇活用段階の整理
　　　　　・学年や発達段階に応じた指導の系統性の整理

４．研究計画　
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	実施時期
	研究内容

	





令和八年度
	一学期
	〇研究内容，研究組織，研究計画の検討
〇授業研究を通した方向性の共有
〇塩山中学区ブロック研究会(奥野田小学校の授業公開&分科会)
〇甲州市「夢をかなえる学び」のプロジェクト　教育講演会
〇ＷＥＢQＵの実施・分析・対応策の検討（ブロックごと）
〇講師を招聘しての学習会 
〇全国学力・学習状況調査・県学力把握調査の分析

	
	
	〇１学期の成果と課題の確認，２学期の研究の方向性確認 夏休み中

〇全国学力・学習状況調査・県学力把握調査の分析

	
	二学期
	〇子供が「主語」の学びの創造に向けた一人一実践
〇講師を招聘しての学習会
〇研究授業のためのブロック別指導案検討
〇研究授業のための全体の指導案検討
〇指導主事を招聘しての公開授業研究会
〇甲州市「夢をかなえる学び」のプロジェクト　教育講演会
〇ＷＥＢQＵの実施・分析・対応策の検討（ブロックごと）

	
	三学期
	〇各教科の年間指導計画・単元計画の確認・見直し
〇研究のまとめ・成果と課題の把握・来年度に向けて



